
令和５年 12 月定例会の概要 

討議資料  

※この「わかば」はすべて⾃⼰負担にて発⾏しており、政務活動費は⼀切使⽤しておりません。 
裾野市議会では、政務活動費は会派に対して交付され、議員の個⼈活動には充当できない規則となっております。 
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裾野市議会議員 

 

無所属★市民派 

 

《 ご挨拶 》  ご要望、ご相談、ご意見等ありましたら、お気軽にお声掛けください！ 
今年も残りわずかとなりました。2023 年は皆さんにとってどのような一年だったでしょうか？ 
日本気象協会の気象予報士 118名が選んだ“2023 年お天気トレンド大賞” 

第１位は「記録的猛暑」、第２位は「長すぎた猛暑」、第３位は「世界的高温」でした。 
国連のグテーレス事務総長は、 
「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した」と警告しました。 
裾野市においても 2021 年 10月に「カーボンニュートラルシティ」を宣言し、 
「2050 年カーボンニュートラルシティ実現に向けたロードマップ」を策定。 

この課題には行政、企業をはじめ一人一人が課題意識を持ちアクションを起こすことが大切で
すね。私も皆さんと一緒に考え、取り組み、未来の地球環境を守っていきたいと思います。 
 

国の新たな総合経済対策に伴う 

住民税非課税世帯に対する7 万円/世帯の給付（令和 5年 11月 2日閣議決定） 
給付に向けた補正予算（２億６千万円） 可決    

支給対象・手続き方法 

基準日（令和5年 12 月 1日）時点で 
世帯全員の令和5年度の 

「住民税均等割が非課税」の世帯 

・DV等避難世帯 
・死亡、離婚等による非課税世帯 
・課税内容の変更による非課税世帯など 

「支給のお知らせ」が届きます 
手続きは不要です 

申請が必要です 
申請期間は未定ですが、 

市からの情報等をご確認ください 
等を 

 うちが非課税世帯かわからないなぁ～ 
① 住民税が給料天引きの方は、給与明細の住民税の欄に金額が入っている
かを見てください。 

② ご自身で住民税を支払っている方は、毎年６月頃発行される市県民税の
納税通知書が届いているかどうかで判断してください。 

③ お手元に何もない方は、市が発行する課税証明書、所得税証明書を入手
するか、税務課で住民税を支払っているかを確認することができます。 

第 92号議案「裾野市都市公園条例の一部改正」 継続審査  
公園管理者以外の者が施設を設置し公園を占有、又は公園内で制限された 
行為を行う場合における使用料の規定を設けるものです。さらなる審査が 
必要であり、今定例会では採決せず、閉会中審査を継続することとなりました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．市⺠の移動⼿段となる地域公共交通施策について（令和 5 年 6 ⽉定例会） 

Q．「ウーブン・シティのあるまち」のまちづくり（令和 5 年 6 ⽉定例会） 
 

Q．市⺠⽂化センタースプリンクラー事故原因の進捗状況、 
⽂化センターの今後の⽅針（令和４年 12 ⽉定例会） 

市が設置した第三者による“事故調査委員会“では、事故原因は特定することができず

（令和 5 年 6 月 27 日報告書提出）、現在でも再発防止策を講じることができず、大ホールの今

後の方針も示されていません。市は和解に向けた話し合いを行うとしたものの、被害にあわ

れた楽団の方々との話し合いは難航しているように思われます。 

（楽団様から市宛てのメールは、議会にも送信されており（CC にて）、 

議員間で共有しています）被害に遭われた方々への誠意ある対応、 

大ホールの今後について方針を明確にし、市民へ早期に示し 

ていただきたいと思います。 

この質問では、朝夕は通勤・通学をターゲットとした路線バスの充実、昼間は行き

たい時間・場所に柔軟に対応できるデマンド交通の導入を提案しました。 

2024 年問題も目前に迫り、公共交通における運転手確保も課題となっています。 

現在、裾野市議会では全議員にて、「多様な交通手段と担い手 

となる運転者の育成確保について」の政策討論として、 

調査、研究を行ない、地域の実情にあった手段を模索しています。 

 

「ウーブン・シティ」を裾野市にとっての好機と捉え、その効果最大限活かせるまちづくりを

すべきとの提案をしました。裾野市では“岩波駅周辺のまちづくりの道しるべ”を作成しています。 

 岩波駅周辺整備イメージ図 

ウーブン・シティ 

岩波駅 

駅前広場 

交通広場 

モビリティハブ 
観光交流拠点 

賑わい拠点誘導施設 
黄瀬川緑地公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

文科省は令和４年度の児童生徒の問題行動・不登校に関する調
査結果を発表しました。不登校児童生徒（年間30日以上欠席）は
約30万人（3.２％）で 10年連続増、過去最多です。 
 

裾野市においても小中学校での不登校は令和４年度１３５人、
令和５年度は、10月末時点で１２５人（前年比１７人増）、 
休みがちな児童生徒は４１人と増加傾向です。 
市では他部署との連携体制を構築していますが、不登校の原因
は様々であり、一人ひとりに寄り添った対応が求められます。 
。 

不登校児童生徒の推移（全国） 

本年 9月に「教育支援センター移行に伴う東西公民館閉館に関する説明会」の案内が東西
公民館の利用団体へ送付され、令和５年度末をもって閉館予定であると伝えられました。 
 
東西公民館とは？ 
 平成６年に鈴木図書館の開館と同時に図書館３階に開設（会議室３つ、実習室、和室、事務室）。 
社会教育法に位置付けられる市内唯一の「公民館」であり、深良・富岡・須山に支所（コミュニティ 
センター）がある中で、東西地区のコミュニティの場として、周辺自治会の集会の場、広域から 
利用者が集まる交流の場、文化・芸術活動、講座等の利用がされてきました。 

議会への事前説明もなく、通知を受け取られた方からのお問い合わせにより、 
知ることとなりましたが、正直、びっくり仰天！！ 
すぐに、議会（厚生文教委員会）で経緯を聞き取り、委員からは市民を置き 
去りにしているのではないか？行政の手続きとして正当なものなのか？ 
さらに施設活用方法の検討不足感は否めなく、激怒の声も上がりました。 

検討の経緯・・・       ※ふれあい教室（不登校児童生徒の学びの場・居場所） 
令和４年9月に教育支援センター（ふれあい教室※）が図書館２階に移転 ▶通室数の増加 
【現在の弊害】 

・２階（視聴覚室）では、年齢ごとの学びの場、落ち着いたスペース、体験活動のスペース、
個別相談のスペースの不足、図書館利用者との関わりに配慮が必要である。 
・生涯学習センターの教育センター（学びの森）と合わせ教育支援施設にすることも検討 
【理想的な環境・場所の確保】 

・家にいるより教育支援センターに通うことは楽しいと思える居場所の確保 
・居場所の保障により、次のステップとして学びを保障する場所の確保 
【方針】東西公民館を閉館し、教育支援センターを移設・拡張する。 

            ・・・このような検討がなされたとのことです。 

説明会では、不登校児童生徒の現状を理解し、自分たちの
活動で子どもたちを支援することはできないかと声を上げ
てくださる方もいましたが、教育支援センターとの共存を
含め、施設を存続することへの要望が相次ぎました。 

市民の意見により東西公民館は存続となり、教育支援センターの機能拡充は再検討中です 

裾野市議会（厚生文教委員会）では、公共施設のあり方を含め、不登校対策に 
関する研究・検討を行ってきました。この度、提言書をまとめ、議員全員の賛同により、 
12月 15日、議長より市長及び教育長へ 
「裾野市不登校児童対策と教育支援センターのあり方に関する提言」を 
提出しました。今後も引き続き、子どもたちの支援環境について協議していきます。 



皆さんの生活の中で生じる廃棄物は美化センターで処理（焼却・破砕・選別等）がされていま
す。美化センターは昭和６３年に施工し（３５年経過）、施設の老朽化が進んでいます。 
施設の更新には多額の費用がかかることから、これまで早期の着手と近隣市町と共同による広域
整備を推進してきました。 
 

市は単独で整備する方針を示し、民間施設の活用を検討するとして、現在、民間事業者 
から意見や提案を求めるサウンディング調査を実施しています。 
 

【提案を求めている内容】 

① 今ある民間の処理施設での処理委託 
② 民間が新たに建設する施設での処理委託 

 

民間活用の場合、施設整備及び運営を民間が実施（民設民営）、市は民間事業者を連携協定の
締結によりごみ処理を委託することとなります。 
市民のごみ処理（一般廃棄物）に必要な施設規模は概ね５０t /日程度ですが、民間が市内に施
設を整備した場合、その数倍規模の施設を整備することが見込まれます。 
さらに市は、産業廃棄物処理施設の参入を想定しており、これまで裾野市で“認めない”と
されてきた産業廃棄物施設の土地利用について、要綱の改正も示唆しています。 
 今後もサウンディング調査の結果（令和６年３月下旬頃公表予定）を注視しつつ、 

皆さんのご意見もお聞かせいただければありがたいです。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

大切なご家族等がお亡くなりになられた際、その手続き関係は 
多岐に渡り、ご遺族の方への負担は大きなものでした。 
12月１日より手続きをサポートする「おくやみコーナー」が設置されました。 

 

☆市役所での主な手続きは、窓口を移動することなく１箇所で完了することができます。 
☆事前予約により、亡くなられた方の住所、氏名など、基本的な情報をあらかじめ申請書に 
印字するため、書類の記入を省略することができます。 

 

【予約】死亡届後、３開庁日以降で予約を取ることができます。 
 電話で予約： 055-995―1812（市民課）８:30～17:00（土日祝、年末年始除く） 
 WEBで予約：「裾野市 おくやみコーナー」で検索、二次元コードからアクセス 
 

編集後記 

年齢を重ねると⼀年が過ぎるのが早く感じるのは何故でしょうか？�
調べてみたところ・・・、そう感じる現象を「ジャネーの法則」と呼ぶそうです。�
「歳を重ねるに連れて、⼈⽣における１年の⽐率が⼩さくなり、体感として早く感じる」�
という⼼理的な感覚のようです。つまり、�
☆ 50歳の⼈にとって、１年の⻑さは⼈⽣の50分の１�
☆ 5歳の⼈にとって、１年の⻑さは⼈⽣の 5分の１� で時が流れているように感じます。�
この法則に抵抗するには、新しい出会い・経験により、⽇々の⽣活に新鮮味を持つこと、新しい
ことに挑戦することが良いそうです。２０２４年も皆様にとって充実した有意義な⼈⽣となるこ
とを願っております。良い年をお迎えください。�

� � � � � 裾野市議会議員� 賀茂� 博美�


